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9月 6日 (■)

森本のし' ん`  410～

ホはなし会   4う 0-

9月 10日 (水)

あう`|ゃんわ11じめ11あ )はん

9月 13日 (上)

いは,しかご11会  000～

裕本のじめ`ん  40～

おはなし会   430～

9月 2,日 〔日)

(レー42)  1400～

9月 2 5日 (木)

使ホツサイクル

ふ普々 りやん ,と甘キ

tろわ□言億たより1言
!θθ,こしんヽえまtr_。

平成20年 9月 発行
く5月第1木81日発行)

いつもご皆読くださり、ありがとうごぜいます。!

しろね聞鵠 だよりは、このキ茂20年9H卓を'
もちまして、loO号 をむめ`えることわヾできました。!

「画字能ヨがおすすめ子 るこの r拘 で紹介してきた圏式あ本を上登に笙めました。こ

これまでの歩みを振り返る歴史的 “コう '00松 この機会にぜひ手にお取りくださけ、●

夢 を追求してぃる時は、

心 は決 して傷 っかない。

ア【ウロ コエーリョ喜 (地湾社ほか)

9月 の行事

アルケミスト

22、イタθ 人

/あ夕/夕h■

クプタ 件

8月 は 学ながこ体みのため

ブック′(ス!女お1本みしました.

予 約 うン 氏 ン グ

ただいま人気の本です.
しばらくホ情考くださt.

'位 ハリー ボッ'一と死あ櫨   (2,名

2位 流星のII('2名 )

3位 ホームレス中学生 ( 8名)

4位 夢をかr .ぇるゾウ ( 5を)

大官小学松

拒岸小学校

130～ 〕"

709/泌

70724

|〕0～ 〕拘

1 5い け4 0

9/ ワ を

71ワ む

9/1■/― ク29
/ 9/79/29

白海小学校 9 / 2 9 / 6 9 / 3 0

9 / 2 7 1 7 3 0

9月 27B(土 )

おはなしか=側会  1000～

森本のし' ん`  4 1 0～

ホはなし会   4 3 0～
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図書館員がおすすめするこの 1冊

「口書億か歓えてくれた亮博法J 高日高史 書   柏 ■房  (015夕 )

・・・・・・秦室の日客億 「あatわ市立□書館Jを電合に

く叫Elrられるコベ●のストーlr―・・・・・・

<主 な登場人物>

上日彩乃 (通称 彩 乃ちゃん) 21歳

1枚 のチランをきっかけに,夏 の臨時購員として図38gで Gjくことに。

調ベカのコツを教えていただこうと伊予さんに第子入り。

・伊予高史 年 聯不詳 (40歳 位?)

あかね市立国魯鷺司を 調 べもの担当  彩 乃ちゃんに潤べ方を指南。

舞台は神奈川県の郊外にある,架 空の 「あかね市立図■館」。海に面した小さな筒にある,家 庭的な

図書館です。この図書館を舞台に,図書館を使つた調べものが物語臼に楽しく臨かれています,物語は、

伊予さんが彩乃ちゃんに図書館での調べものをレクチャーする,と いう手法で進んでいきます。「納豆

のおいしいかきまぜ方」や 「イラン料理の作り方」など,い るいろな調べものにチャレンシします。

本■のタイトルにある 「図書館」と 「発想法」.お 互いに結びつかないような言案ですが,面 んでい

るうちに潤べる時には 「発想」が大切なんだと感じていただけるのではないかと8い ます。□書館の本

に賠ってあるラベルに密いてある数字 (分類番号)の しくみから図書館を使いこなすコツまで,物 語を

楽しみながら学Sこ とができます。著者は現役の図書館員。舞台は架空の図書館です力i「 どこかに実

在しているのでは」と思つてしまうほど親しみやすい図書館の努囲気が伝わつてきます。この 1冊 を読

んで今秋は新たな□書館利用をしてみませんか?

「図■館のこと,も つと知りたい」というおは,も ちろん1「図書館つて何をしているのかな?」 と

いう力にゼひ手にとっていただきたい 1冊 です。

※しろね図書館でもレファレンスサービスを受付けています。

資料傑しのお手伝いをいたしますので,ど うでお気軽には員までお声がけください。

(坂井 智 子)
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